
星空ガイド ８月１６日～９月１５日

※惑星は２０２０年９月１日の位置です。

よいの星空
８月１６日２２時頃

９月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
８月１６日 ４時頃

９月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

８ １６ ５：１９ １８：４４ １：５０ １６：４４ ２６.４

２１ ５：２２ １８：３８ ７：２４ ２０：１９ ２.０

２６ ５：２６ １８：３２ １３：０９ ２３：２５ ７.０

９ １ ５：３０ １８：２４ １８：１５ ４：０７ １３.０

６ ５：３４ １８：１７ ２０：３５ ８：５２ １８.０

１１ ５：３８ １８：１０ ２３：３７ １３：３５ ２３.０

１５ ５：４０ １８：０４ ２：４０ １６：５７ ２７.０
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まだまだ、木星と土星を楽しもう！ そして火星も…

先月号（うちゅう７月号）でも、

木星と土星をご紹介しました

が、まだまだ南の空で明るく目

立っています。８月２８日から

３０日にかけては、これらの惑

星と月が近くでならんで光りま

す（図１参照）。木星と土星は

夜空でだんだん近づいており、

年末頃には、夕空西の空で非

常に接近したようすを見ること

ができます。

また今の時期、夜１０～１１時になると、東の空に火星ものぼってきます。現在マイ

ナス２等級ほどと、だいぶ明るくなってきました。地球に最接近する１０月６日はマイ

ナス２.６等級、さらに明るくなります。

明け方の金星とプレセペ星団の接近

９月１３日の明け方に金星とプレセペ星団が

接近します。双眼鏡で見ると、明るい金星のそ

ばに暗めの星が１０個～２０個ほど集まっている

のがわかります。それがプレセペ星団です。

プレセペ星団は、かに座にある散開星団で、

２００個以上の星が集まっています。金星との

最接近は１３日ごろですが、１０日ごろから１７

日ごろにかけて双眼鏡の同一視野内に見るこ

とができます。

［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

８ １６ 日 明け方に月と金星がならぶ

１９ 水 ●新月（１２時）

２１ 金 月が最近（３６３,５００ｋｍ）

２３ 日 処暑

２５ 火 旧七夕

２６ 水 上弦（３時）

２９ 土 準惑星ケレスが衝

月と木星・土星がならぶ

３１ 月 二百十日

月 日 曜 主な天文現象など

９ ２ 水 ○満月（１４時）

６ 日 月が最遠（４０６,３００ｋｍ）

７ 月 白露

１０ 木 下弦（１８時）

１２ 土 海王星が衝

１３ 日 金星とプレセペ星団が接近

１４ 月 明け方に月と金星がならぶ

図１．８月下旬夜９時ごろの空
（ステラナビゲータ１０で作図）

西野 藍子（科学館学芸員）

図２．９／１３午前３時３０分ごろの空
（ステラナビゲータ１０で作図）
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